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富山のことをもっとよく知ろう 2013年3月の行事 
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菱
川
師
宣
の
過
去
帳 

 

（
富
山
町
史
・
鋸
南
町
史
参
照
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

33

年
４
月
23

日
に
千
葉

県
指
定
有
形
文
財
と
し

て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

菱

川

師

宣

と

言

え

ば
、
鋸
南
町
が
生
ん
だ

世
界
的
な
画
人
で
す
。

江
戸
時
代
初
期
の
浮
世

絵
師
で
、
保
田
村
の
縫

箔
師
菱
川
吉
左
衛
門
の

第
４
子
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
若
く
し
て
江

戸
に
出
て
、
土
佐
や
岩

佐
の
筆
致
に
学
び
、
そ

の
天
才
的
な
画
才
は
、

当
時
の
御
用
画
派
狩
野

派
や
土
佐
派
と
は
異
な

る
庶
民
の
絵
画
を
開
拓

し
、
世
は
こ
れ
を
菱
川

流
と
称
し
ま
し
た
。 

 
 

    
 

わがふるさと富山㉒  

 

昭
和
23

年
に
切
手
趣
味

週
間
で
発
売
さ
れ
た
「
見

返
り
美
人
図
」
切
手
。
原

作
者
は
菱
川
師
宣
で
、
４

大
記
念
切
手
と
呼
ば
れ
、

い
ま
だ
人
気
の
あ
る
切
手

で
す
。 

 
 

 
 
 

 

二
部
の
勝
善
寺
の
過
去

帳
に
は
、
菱
川
師
宣
の
没

年
を
実
証
す
る
「
元
禄
七

戌

保
田
町
菱
川
即
友
士
友

竹 

六
月
」
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
友
竹
と
は
師
宣

晩
年
の
号
で
す
。
浮
世
絵

の
祖
で
そ
れ
を
大
成
さ
せ

た
師
宣
の
生
年
や
没
年
に

つ
い
て
は
確
実
な
資
料
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭

和
28

年
に
勝
善
寺
二
十
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

代
井
上
義
昌
が
、
同
寺
に

保
存
さ
れ
て
い
る
過
去
帳

の
中
か
ら
師
宣
の
没
年
が

元
禄
７
年
６
月
４
日
で
あ

る
こ
と
を
発
見
し
て
、
浮

世
絵
研
究
の
学
者
橧
崎
宗

重
が
こ
れ
を
確
認
し
て
、

県
に
申
請
の
結
果
、
昭
和 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（菱川師宣の過去帳） 

 

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ

ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
毎

月
１
回
、
70

歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
た
め

に
、
心
の
こ
も
っ
た
、
手
づ
く

り
の
温
か
い
お
弁
当
を
届
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
事
業

で
、
現
在
54

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
調
理
と
配
食
に
分
か
れ

て
、
お
弁
当
を
つ
く
り
配
っ
て

お
年
寄
り
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。 

ーふらっと通信ー  

市
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム

（
山
田
会
長
）
で
、
白
鳩
保
育

園
児
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
杵
を

使
っ
た
餅
つ
き
を
体
験
し
て
も

ら
お
う
と
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
約
80

人
が
参
加
し
て
、
12

月
16

日
に
市
部
の
天
満
神
社
で

餅
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
久
枝
に
お
住
ま
い
で

安
房
な
の
は
な
隊
（
中
村
友
治

隊
長
）
の
メ
ン
バ
ー
福
原
さ
ん

は
、
地
元
野
球
仲
間
と
有
志
に

協
力
し
て
も
ら
い
、
東
北
被
災

地
に
贈
る
餅
の
餅
つ
き
を
、
12

月
23

日
に
行
い
ま
し
た
。 

餅
の
贈
り
先
は
、
宮
城
県

石
巻
市
渡
波
地
区
と
相
川

地
区
で
、
２
回
目
の
今
回

は
、
希
望
の
あ
っ
た
の
し

餅
を
３
俵
を
つ
い
て
、
隊

長
を
通
し
て
被
災
地
に
贈

り
ま
し
た
。 

市
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
等
で 

 
 
 
 
 

暮
れ
の
餅
つ
き
行
事 

日 時間 行事名 主な内容 場所 主催 

 3（日） 11:00～  観音山ミニコンサート  合唱団大地による抒情歌ほか4曲  観音山頂上  市部ボランティアチーム  

第３１号 

心
の
こ
も
っ
た
温
か
い 

お
弁
当
を
つ
く
り
届
け
る 

 

～
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
～ 

（
お
年
寄
り
の
喜
ぶ
顔
を
浮
か
べ

て
、
お
弁
当
作
り
を
し
ま
す
。
） 

 

節
分
に
恵
方
巻
を
食
べ
る
習

慣
は
、
も
と
も
と
は
関
西
地
方

の
も
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の

宣
伝
に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

房
総
で
は
、
昔
か
ら
冠
婚
葬

祭
で
、
太
巻
き
寿
司
を
作
り
食

べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
花
や

顔
・
文
字
な
ど
を
き
れ
い
に
彩

る
太
巻
き
は
。
郷
土
の
伝
統
あ

る
食
べ
物
と
と
も
に
、
一
つ
の

芸
術
品
と
も
い
え
ま
す
。 
 

 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

 
 

 
 

◆ 伏姫と八房のたわ言 ◆ 

（なれない腰つきで

杵を振り下ろす。） 

（被災地に贈る餅をつく 

 地元野球仲間。） 

（
伊
予
ヶ
岳
の
麓
は
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
／

15
撮
影
） 

住
民
で
立
ち
上
げ
た
ま
ち
づ
く
り
団
体
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

社
会
貢
献
企
業
を
視
察 

 

「
ふ
ら
っ
と
」
は
、
活
動
の
参
考
と
す
る
た
め
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
先
は
大
網
白
里
市
の
、
住
民
で
地
域
づ
く
り
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
大
網

白
里
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
黒
川
有
昌
所
長
）
と
、
「
社
員
一
人
一

貢
献
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
大
里
総
合
管
理
株
式
会
社
（
野
老
「
と
こ
ろ
」
真

理
子
社
長
）
で
す
。 

 

当
日
は
、
会
員
・
事
務
局
を
合
わ
せ
て
16

人
が
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
17

年
に
町
で
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
住
民
参
加
で

立
ち
上
げ
た
の
を
機
に
、
１
０
０
以

上
の
団
体
を
対
象
に
聞
き
取
り
調
査

を
し
、
住
民
で
課
題
を
解
決
し
て
い 

く
た
め
平
成
21

年
か
ら
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
役
所
か

ら
の
補
助
は
な
く
、
印
刷
や

野
菜
等
の
販
売
、
５
名
の
個

人
会
員
や
31

加
盟
団
体
の
入

会
金
や
年
会
費
で
運
営
し
て

い
ま
す
。
事
務
所
は
空
き
店

舗
を
格
安
で
借
り
受
け
て
、

今
で
は
市
民
活
動
を
す
す
め

る
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
企
業
な
ど
の

交
流
を
促
す
市
民
活
動
を
活

性
化
さ
せ
る
活
動
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
里
総
合
管
理
株
式
会
社

は
、
創
業
38

年
・
従
業
員
30

名
の
不
動
産
管
理
会
社
で

す
。
収
益
の
１
％
を
地
域
活

動
費
の
資
金
と
し
て
、
駅
前

の
交
通
整
理
や
駅
前
道
路
の

花
の
植
栽
・
駅
前
ラ
イ
ブ
な

ど
多
方
面
に
わ
た
り
１
０
０

以
上
の
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
社
長
の
野
老
さ
ん

は
、
「
役
所
が
何
で
も
や
る

と
住
民
は
動
か
な
い
。
役
所

か
ら
お
金
は
も
ら
っ
て
い
な
い

が
や
れ
る
こ
と
は
い
く
ら
で
も

あ
る
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
事
務
所
の
一
角
を
開
放

し
て
、
地
域
住
民
の
音
楽
や
趣

味
の
発
表
の
場
と
し
て
、
提
供

し
て
い
ま
す
。 

 
 

(地域をよくしていこうという意欲が感じられた黒川所長の話） 

（野老社長の地域貢献対する熱い説明を聞く会員） 

（
演
奏
の
発
表
を
希
望
す
る
方

の
昼
休
み
コ
ン
サ
ー
ト
。
） 

（
趣
味
な
ど
で
作
成

し
た
作
品
の
展
示
・

販
売
の
た
め
、
部
屋

を
開
放
。
） 

暖かい房総に 

7年ぶりの大雪 
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「
富
楽
里
と
み
や
ま
」
は
、
旧
富
山
町
が

富
津
館
山
道
路
開
通
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

を
活
用
し
て
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
す
る
た

め
、
平
成
15

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
施
設
で

す
。
そ
の
前
の
実
験
店
舗
か
ら
含
め
る
と
、

レ
ジ
通
過
人
数
は
４
９
０
万
人
、
道
の
駅
全

体
で
の
売
り
上
げ
も
１
０
２
億
円
を
超
え
地

域
振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま

で
に
な
る
に
は
、
一
朝
一
夕
で
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

平
成
11

年
７
月
に
実
験
店
舗
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
農
産
物
の
生
産
体
制
の
確
立
や
販
売
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
実
践
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、

当
初
は
品
揃
え
や
富
津
館
山
道
路
の
全
線
開

通
前
で
、
大
変
苦
労
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
徐
々
に
評
価
さ
れ
、
年
々
来
店
客

数
・
売
上
げ
の
倍
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
平
成
15

年
４
月
に
、
道
の
駅
「
富
楽
里
と

み
や
ま
」
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、
実
験
店
舗

で
培
っ
た
こ
と
が
利
用
客
数
・
販
売
額
の
大

幅
な
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、
順
調
に

経
過
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23

年
に
発
生

し
た
大
地
震
や
放
射
能
に
よ
る
風
評
被
害
を

受
け
一
時
大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
順
調
に
回
復
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
日
頃
お
客
様
と
の
信
頼

関
係
を
大
切
に
し
て
き
た
結
果
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
基
本
を
忠
実
に
守
り
な
が

ら
、
お
客
様
に
感
動
と
安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ

る
店
舗
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

私
の
考
え
る
地
域
づ
く
り
㉖ 

「
富
楽
里
と
み
や
ま
」
の
更
な
る 

 
 
 
 

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て 

(株)富楽里とみやま支配人 
  黒川正吾さん 

 
 

富
山
文
化
祭 

富
山
公
民
館 

 

富
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
レ
ッ
ツ
・
ス
イ

ン
グ
で
始
ま
り
、
小
学
生
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演

奏
・
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
・
詩
吟
な
ど
、
皆
さ

ん
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
、
大
い
に
発
揮
し

て
い
ま
し
た
。 

 

12

月
20

日
、
岩
井
駅
構
内
の
花
壇
に
ス
ト
ッ

ク
や
パ
ン
ジ
ー
ほ
か
５
０
０
株
を
植
栽
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
暮
れ
か
ら
お
正
月
に
か
け
て
駅

を
華
や
か
に
飾
り
気
持
ち
よ
く
駅
を
利
用
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
い
わ
い
案
内
人
の
会
や
観
光

協
会
岩
井
支
部
・
近
所
の
方
た
ち
総
勢
25

人
で

植
え
ま
し
た
。
ま
た
１
月
31

日
に
は
、
草
刈
り

や
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
約
３
０
０
株
の
植
栽

を
、
い
わ
い
案
内
人
の
会
と
一
緒
に
行
い
ま
し

た
。 

 

な
お
次
回
の
花
壇
整
備
は
、
２
月
28

日
に
行

い
ま
す
。
お
近
く
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

新
年
１
月
の
恒
例
行
事
が
、
今
年
も
市
内
・
地
区
内
各
地
で
開

催
さ
れ
、
老
若
男
女
大
勢
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
13
日
に
、
南
房
総
市
の
成
人
式
が
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
20

日
に
は
富
山
中
学
校
で
富
山
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

と
、
富
楽
里
で
は
水
仙
ま
つ
り
が
、
27
日
に
は
富
山
地
区
文
化
祭

が
富
山
公
民
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

南
房
総
市
成
人
式 

 
 
 
 
 
 

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル 

 

富
山
地
区
か
ら
は
成
人
を
迎
え
た
49
名
の

内
41
名
が
参
加
し
て
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

祝
い
ま
し
た
。 

 

岩
井
駅
構
内
花
壇
の
花
の
植
栽 

～
い
わ
い
案
内
人
の
会
・
観
光
協
会
と
一
緒
に
～ 

 富楽里水仙まつり 
 地区内外から大勢の方が訪れ、勇壮な
山響鼓の平群囃子を楽しみました。 

（昨年１２月２０日の花壇
への植栽。） 

（１月３１日の花壇への植
栽。） 

      

 

 

       

    

     

 

      

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

（ハマシバや浜昼顔の自生地、久枝海岸） 

寿薬寺（枝垂れ桜・百田宗治の墓） 

▼ 

▼ 

▼ 

▼ 

（
菊
池
寛
の
石
碑
） 

 
「
岩
井
海
岸
の
ハ
マ
シ
バ
を
守
ろ
う
」
と
題
し
て
、
第
２
回
ふ

ら
っ
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
４
月
６
日
（
土
）
に
行
い
ま
す
。
な
お
当

日
は
小
雨
決
行
に
な
り
ま
す
。
（
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
） 

 

桜
の
名
所
や
菊
池
寛
の
石
碑
、
岩
井
海
岸
に
自
生
す
る
植
物
を

観
察
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
の
ん
び
り
と
春
の
名
所
や
岩
井
海
岸
を

歩
き
、
郷
土
の
よ
さ
を
実
感
し
ま
せ
ん
か
。 

 

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

ハ
マ
シ
バ
等
の
保
護
の
啓

蒙
と
地
元
の
皆
さ
ん
全
て

の
方
に
広
く
郷
土
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
二
つ
の

目
的
で
企
画
し
ま
し
た
。

よ
り
地
域
を
知
る
こ
と
は

楽
し
い
も
の
で
す
。 

 

皆
さ
ん
の
申
込
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

岩
井
海
岸
の
ハ
マ
シ
バ
を
守
ろ
う
！ 

 
 

 

～
郷
土
を
知
ろ
う
「
第
２
回
ふ
ら
っ
と
ハ
イ
キ
ン
グ
」
～ 

参加者を大募集! 

日  時：４月６日（土）９時～１５時（少雨決行）              

集合場所：富山公民館駐車場 発着 

定  員：富山地区在住の方で２人一組で１５組（30名） 

参加費 ：2人１組（親子・友だち同士ほか）1,000円 

     １人でも参加可 参加費１人500円 

     参加費はアジの開き体験含みます。 

持ち物：お弁当・飲み物 

申  込：参加する方の住所・氏名・年齢・電話番号を、 
    3月22日（金）までに「ふらっと」事務局あて電話で 
    ご連絡下さい。 

ハ
イ
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス
（
約
11
㌔
） 

富山公民館９:３０発 

小浦漁港（アジの開き体験、１人３匹程度） 

   ※ 昼 食 (豚汁サービス） 

薬王院（筆子塚） 

高崎海岸 

    久枝海岸 

（菊池寛石碑・ハマシバ等観察・戦跡） 

富山公民館15:００着 

▼ 

▼ 

▼ 

小浦桜並木 

（
国
道
１
２
７
号
線
沿
い
の

小
浦
の
桜
並
木
） 

親子・友だ
ちと参加し
よう! 

アジの開きがお土

産だよ。 

富山ロードレース 富山中学校発着 

 ５つのコースで一般・中学・男女別でレー

スが繰り広げられました。 


